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研究要旨：ヒト肝細胞キメラマウスを使用した劇症肝炎モデルを作製した。このモデル

を用いて B型重症肝炎に関する治療を開発した。CTLA4-Igを投与することにより、肝

炎の抑制が得られることが明らかになったため、この薬剤を使用した臨床研究を開始し

た。これまでのところ、6例の重症急性 B型肝炎の症例に CTLA4-Igを投与した。1例は

肝性脳症とともに脳浮腫の増悪が認めらえたため、脳死肝移植による救命を行った。残

る 6例のうち 5例ではステロイドパルスなどの標準治療に CTLA4-Igの投与を行い、い

ずれの症例も軽快した。1例は CTLA4-Igの投与のみで顕著な肝機能の改善が認められ

たため、この薬剤の投与のみとなったが軽快他院した。以上のようにいずれの症例も生

存しており、CTLA4-Igの投与による有害事象は認めなかった。今後さらに臨床試験を

進める予定である。 
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Ａ．研究目的 

B型劇症肝炎は致死率が高く、肝移植で

なければ救命できない場合もしばしばであ

る。 

 

Ｂ．研究方法 

CTLA4-Igを従来の治療法に加えて 1回の

み静脈投与した。詳細は倫理的な配慮も含

め、論文発表の１に記載されている。 

 

Ｃ．研究結果 

重症 B型急性肝炎と診断された 6例に対

して治療を行った。脳浮腫により脳死肝移

植を行った症例以外は全例軽快退院した。

脳死肝移植の症例を含め、CTLA4-Ig 投与に

よる有害事象は認めなかった。 

 

Ｄ．考察 

CTLA4-Ig投与による重症 B型急性肝炎の

治療は有効で安全である可能性が示され

た。 

Ｅ．結論 

 今後さらに新たな臨床研究を企画し、有

効性の検証、治療としての成立を目指して

研究を続ける。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


